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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

５４ 

提
供
実
績
の
合
計 

施設外支援 当月（日） 数値 2 

就労移行支援において、当月の移行準備

支援体制加算を行った日数を設定 

就労継続支援において、当月の施設外支

援を行った日数を設定 

※７ 

５５ 
施設外支援 累計 

（日／１８０日） 
数値 3 

就労移行支援において、移行準備支援体

制加算の累計日数を設定 

就労継続支援において、施設外支援の累

計日数を設定 

※８ 

５６ 
帰宅時支援加算（回） 

（サービス提供回数） 
数値 2 

帰宅時支援加算のサービス提供回数の合

計を設定 
 

５７ 
帰宅時支援加算（回） 

（算定回数） 
数値 2 帰宅時支援加算の算定回数の合計を設定  

５８ 

実
費
算
定
の
合
計 

朝食（回） 数値 2 
補足給付適用の有無が有りの場合に、朝

食の合計回数を設定 
 

５９ 昼食（回） 数値 2 
補足給付適用の有無が有りの場合に、昼

食の合計回数を設定 
 

６０ 夕食（回） 数値 2 
補足給付適用の有無が有りの場合に、夕

食の合計回数を設定 
 

６１ 光熱水費（回） 数値 2 
補足給付適用の有無が有りの場合に、光

熱水費を徴収する日数を設定 
 

６２ 各小計 食事（円） 数値 7 

補足給付適用の有無が有りの場合に、単

価と算定回数から食費の合計を計算し設

定する 

 

６３ 各小計 光熱水費（円） 数値 7 

補足給付適用の有無が有りの場合に、単

価と算定回数から光熱水費の合計を計算

し設定する1月単位の契約の場合は1月の

額を設定する。 

 

６４ 実費合計額（円） 数値 8 
補足給付適用の有無が有りの場合に、食

費、光熱水費の小計を合計し設定する 
 

６５ 入
所
時
特
別
支
援
加
算 

利用開始日（年月日） コード値 8 
利用開始日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を

設定する 
※Ｙ 

６６ ３０日目（年月日） コード値 8 
30 日目（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定

する 
※Ｙ 

６７ 当月算定日数（日） コード値 2 
入所時特別支援加算を算定した日数を設

定 
 

６８ 退
所
時
特
別
支
援
加
算 

入所中算定日（年月日） コード値 8 
入所中算定日（西暦年月日(YYYYMMDD)）

を設定する 
※Ｙ 

６９ 退所日（年月日） コード値 8 
退所日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定

する 
※Ｙ 

７０ 退所後算定日（年月日） コード値 8 
退所後算定日（西暦年月日(YYYYMMDD)）

を設定する 
※Ｙ 

７１ 初
期
加
算 

利用開始日（年月日） コード値 8 利用開始日（YYYYMMDD）を設定 ※Ｙ 

７２ ３０日目（年月日） コード値 8 30 日目（YYYYMMDD）を設定 ※Ｙ 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

１４３ 

通
所
施
設
移
行
支
援
加
算 

移行日（年月日） コード値 8 設定しない  

１４４ 算定日（年月日） コード値 8 設定しない  

１４５ 

提
供
実
績
の
合
計
３ 

緊急時支援加算（回） 数値 2 緊急時支援加算の回数の合計を設定  

１４６ 
支 援 計 画 会 議 実 施 加 算

（回） 
数値 2 

支援計画会議実施加算の回数の合計を設

定 
 

１４７ 
定 着 支 援 連 携 促 進 加 算

（回） 
数値 2 

定着支援連携促進加算の回数の合計を設

定 
 

１４８ 
移動介護緊急時支援加算

（回） 
数値 2 

移動介護緊急時支援加算の回数の合計を

設定 
 

１４９ 

日常生活支援情報提供加

算（回）（サービス提供回

数） 

数値 2 
日常生活支援情報提供加算のサービス提

供回数の合計を設定 
 

１５０ 
日常生活支援情報提供加

算（回）（算定回数） 
数値 2 

日常生活支援情報提供加算の算定回数の

合計を設定 
 

１５１ 

地域居住支援体制強化推

進加算（回）（サービス提供

回数） 

数値 2 
地域居住支援体制強化推進加算のサービ

ス提供回数の合計を設定 
 

１５２ 
地域居住支援体制強化推

進加算（回）（算定回数） 
数値 2 

地域居住支援体制強化推進加算の算定回

数の合計を設定 
 

１５３ 地域協働加算（回） 数値 2 地域協働加算の回数の合計を設定  

１５４ 支援レポート共有日（年月日） コード値 8 
支援レポートを作成し、関係者間で共有し

た日（YYYYMMDD）を設定 
※Y 

１５５ 入院開始日（年月日） コード値 8 
地域移行支援において、退院・退所月加算

の入院開始日（YYYYMMDD）を設定 
※Y 

１５６ 受付年月 コード値 6 
請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設定

する 
※Ｙ 

１５７ 一次審査結果 コード値 1 一次審査結果を設定する 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

6:警告

（重度） 

※１：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅰ．障害福祉サービス等２．３．１（４）入力識別番号一覧」参照。 

※２：様式番号については「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績

記録票情報 （４）様式と様式種別番号の対応」を参照。また、様式番号に対応する出力対象項目

については「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績記録票情

報 （５）入力必須項目と様式の対応表（基本情報レコード）」を参照。 

※３：サービス提供年月が平成 25 年 3 月以前の場合、「初任者研修課程終了者等」は「1･2 級ヘルパー

等」と読み替えて使用する。 
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※４：サービス提供年月が平成 25 年 3 月以前の場合、「基礎研修課程終了者等」は「3 級ヘルパー等」

と読み替えて使用する。 

※５：サービス提供年月が平成 21 年 3 月以前は、移動介護の時間数（時間）を整数部 3 桁で設定する。 

※６：サービス提供年月が平成24年3月以前の場合、共同生活介護において、夜間支援体制加算の回

数を設定する。共同生活援助において、夜間防災体制加算の回数を設定する。 

サービス提供年月が平成 24 年 4 月以降、平成 26 年 3 月以前は、共同生活介護において、夜間支

援体制加算の算定回数を設定する。共同生活援助、宿泊型自立訓練において、夜間防災・緊急時

支援体制加算の算定回数を設定する。同一日に夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）と（Ⅱ）を算

定する場合は、1 回とカウントする。 

サービス提供年月が平成 26 年 4 月以降、平成 27 年 3 月以前は、共同生活援助において、夜間支

援等体制加算の算定回数を設定する。宿泊型自立訓練において、夜間防災・緊急時支援体制加

算の算定回数を設定する。同一日に夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）と（Ⅱ）を算定する場合

は、1 回とカウントする。 

※７：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、就労移行支援において、当月の施設外支援を行った

日数を設定する。 

サービス提供年月が平成 24 年 4 月以降、令和 3 年 3 月以前は、就労移行支援において、当月の

移行準備支援体制加算（Ⅰ）を行った日数を設定する。就労継続支援において、当月の施設外支

援を行った日数を設定する。 

※８：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、就労移行支援において、累計の施設外支援の日数を

設定する。 

サービス提供年月が平成 24 年 4 月以降、令和 3 年 3 月以前は、就労移行支援において、移行準

備支援体制加算（Ⅰ）の累計日数を設定する。就労継続支援において、施設外支援の累計日数を

設定する。 

※９：サービス提供年月が平成 26 年 3 月以前は、共同生活介護の合計日数を設定する。 

※１０：サービス提供年月が平成 27 年 3 月以前は、居宅介護（身体介護）、行動援護において、初任者

研修課程修了者等による実績時間数（時間）を整数部 3 桁＋小数部 2 桁で設定する。 

※１１：サービス提供年月が平成 27 年 3 月以前は、居宅介護（身体介護）、行動援護において、基礎研

修課程修了者等、減算対象ヘルパー等による実績時間数（時間）を整数部 3 桁＋小数部 2 桁で設

定する。 

※１２：サービス提供年月が令和 1 年 10 月以降は、同行援護（伴う）、または同行援護（伴ず）の場合、

設定しない。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅰ．障害福祉サービス等 ２．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

２４ 
家庭連携加算 
（サービス提供時間数） 

数値 4 
実際に支援に要した時間数（時間）を設定（整数部
2 桁＋小数部 2 桁を設定、例：1.5 時間→0150（また
は 150）） 

 

２５ 
家庭連携加算 
（算定時間数） 

数値 2 算定する時間数（時間）を設定  

２６ 自活訓練加算 コード値 1 加算を算定する場合１を設定  

２７ 短期滞在加算 コード値 1 加算を算定する場合１を設定  

２８ 
訪問支援特別加算 

（サービス提供時間数） 
数値 4 

実際にサービス提供した時間数（時間）を設定（整
数部 2 桁＋小数部 2 桁を設定、例：1.5 時間→0150
（または 150）） 

 

２９ 
訪問支援特別加算 

（算定時間数） 
数値 2 算定する時間数（時間）を設定  

３０ 施設外支援 コード値 1 

就労移行支援において、移行準備支援体制加算を

算定する場合、1 を設定。就労継続支援において、

施設外支援を行った場合、1 を設定 

※１２ 

３１ 退所時特別支援加算 コード値 1 退所時特別支援加算を行った場合、1 を設定  

３２ 地域移行加算 コード値 1 
入所中において、地域移行加算を算定する場合、1

を設定 
※２３ 

３３ 食事提供加算 コード値 1 
加算対象となる低所得者に対して食事を提供した

場合 1 を設定 
 

３４ 入院・外泊時加算 コード値 1 
入院・外泊時加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定 

入院・外泊時加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定 
※１３ 

３５ 提供形態 コード値 1 1:通所型 2:訪問型 3:訪問型（視覚） ※２１ 

３６ 備考 漢字 100 備考欄に記載が必要な場合、設定 ※５ 

３７ サービス提供の状況 コード値 1 
様式種別番号ごとに定められたサービス提供の状
況を表すコード 1 桁を設定 

※８ 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

３８ 夜間支援体制加算 コード値 1 

共同生活援助において、以下の内容を設定。 

夜間支援等体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設

定 

夜間支援等体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設

定 

夜間支援等体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設

定 

夜間支援等体制加算（Ⅰ）及び（Ⅳ）を算定する場

合、4 を設定 

夜間支援等体制加算（Ⅰ）及び（Ⅴ）を算定する場

合、5 を設定 

夜間支援等体制加算（Ⅰ）及び（Ⅵ）を算定する場

合、6 を設定 

 

宿泊型自立訓練において、以下の内容を設定。 

夜間支援等体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設

定 

夜間支援等体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設

定 

夜間支援等体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設

定 

※１４ 

３９ 
入院時支援特別加算 

（サービス提供回数） 
コード値 1 

入院時支援特別加算の算定要件を満たす支援を
行った場合 1 を設定（報酬上算定できる回数にかか
わらず、要件を満たす場合は設定する） 

 

４０ 
入院時支援特別加算 

（算定回数） 
コード値 1 

入院時支援特別加算の報酬上算定できる回数を設

定する 
 

４１ 
帰宅時支援加算 

（サービス提供回数） 
コード値 1 

帰宅時支援加算の算定要件を満たす支援を行った
場合 1 を設定（報酬上算定できる回数にかかわら
ず、要件を満たす場合は設定する） 

 

４２ 
帰宅時支援加算 

（算定回数） 
コード値 1 

帰宅時支援加算の報酬上算定できる回数を設定す
る 

 

４３ 自立生活支援加算 コード値 1 
入居中において、自立生活支援を算定する場合、1
を設定 

※２４ 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

５８ 

重
度
訪
問
（様
式
３
―
２
） 

１時間（１３時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

５９ ２時間（１４時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６０ ３時間（１５時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６１ ４時間（１６時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６２ ５時間（１７時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６３ ６時間（１８時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６４ ７時間（１９時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６５ ８時間（２０時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６６ ９時間（２１時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６７ １０時間（２２時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６８ １１時間（２３時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

６９ １２時間（２４時間） コード値 1 1:早朝 2:日中 3:夜間 4:深夜  

７０ 緊急時対応加算 コード値 1 

居宅介護、行動援護、重度訪問介護、同行援護

において、緊急時対応加算を算定する場合、1 を

設定 

 

重度包括において、緊急時対応加算（地域生活

支援拠点等）を算定する場合、1 を設定 

 

７１ 初回加算 コード値 1 初回加算を算定する場合、1 を設定  

７２ 福祉専門職員等連携加算 コード値 1 
福祉専門職員等連携加算を算定する場合、1 を

設定 
 

７３ 行動障害支援連携加算 コード値 1 
行動障害支援連携加算を算定する場合、1 を設

定 
 

７４ 行動障害支援指導連携加算 コード値 1 
行動障害支援指導連携加算を算定する場合、1

を設定 
 

７５ 医療連携体制加算 コード値 1 

重度包括（サービス内容が短期入所の場合）、短

期入所において、以下の内容を設定。 

医療連携体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定 

医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定 

医療連携体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設定 

医療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定 

医療連携体制加算（Ⅴ）を算定する場合、5 を設定 

医療連携体制加算（Ⅵ）を算定する場合、6 を設定 

医療連携体制加算（Ⅷ）を算定する場合、8 を設定 

 

重度包括（サービス内容が共同生活援助の場

合）、共同生活援助、宿泊型自立訓練、自立訓練

（生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援におい

て、以下の内容を設定。 

医療連携体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定 

医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定 

医療連携体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設定 

医療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定 

医療連携体制加算（Ⅵ）を算定する場合、6 を設定 

※２５ 

７６ 緊急短期入所受入加算 コード値 1 
緊急短期入所受入加算を算定する場合、1 を設

定 
 

７７ 
単独型加算(一定の条件を満たす

場合） 
コード値 1 

日中活動を利用した日（入所日及び退所日を除

く）であって、短期入所事業所（単独型）による支

援が１８時間を超える場合、1 を設定 

 

７８ 
重度障害者支援加算(一定の条

件を満たす場合） 
コード値 1 

強度行動障害を有する者に対し、強度行動障害

支援者養成研修（基礎研修）修了者が支援を行

った場合、1 を設定 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

７９ 事業所内相談支援加算 コード値 1 設定しない  

８０ 利用人数 数値 2 
共同生活援助における受託居宅介護サービス

の利用人数 
 

８１ 同行支援 コード値 1 

重度訪問介護において、熟練ヘルパーが新任ヘ

ルパーに同行してサービス提供を行った場合、1

を設定 

自立生活援助において、同行支援加算の対象と

なる支援を実施した場合、1 を設定 

 

８２ 特別地域加算 コード値 1 
特別地域加算の対象となる支援を実施した場

合、1 を設定 
 

８３ 低所得者利用加算 コード値 1 低所得者利用加算を算定する場合、1 を設定  

８４ 体験利用支援加算 コード値 1 

障害福祉サービスの体験利用支援加算（Ⅰ）を

算定する場合、1 を設定 

障害福祉サービスの体験利用支援加算（Ⅱ）を

算定する場合、2 を設定 

 

８５ 定員超過特例加算 コード値 1 

該当受給者の緊急受入により利用定員を超過

し、定員超過特例加算を算定する場合、1を設定 

同一日、同一事業所内の他の利用者の緊急受

入により、定員超過特例加算を算定する場合、2

を設定 

 

８６ 通勤訓練加算 コード値 1 通勤訓練加算を算定する場合、1 を設定  

８７ 体験宿泊支援加算 コード値 1 体験宿泊支援加算を算定する場合、1 を設定  

８８ 住居外利用 コード値 1 

共同生活援助における日中サービス支援型の

事業所において、該当受給者が日中を当該共同

生活住居以外で過ごした場合、1 を設定 

 

８９ 緊急時支援加算 コード値 1 

重度包括において、緊急時支援加算（Ⅰ）（地域

生活支援拠点等）を算定する場合、1 を設定 

 

自立生活援助において、以下の内容を設定。 

緊急時支援加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定 

緊急時支援加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定 

 

９０ 支援計画会議実施加算 コード値 1 
支援計画会議実施加算を算定する場合、1 を設

定 
 

９１ 定着支援連携促進加算 コード値 1 
定着支援連携促進加算を算定する場合、1 を設

定 
 

９２ 移動介護緊急時支援加算 コード値 1 
移動介護緊急時支援加算を算定する場合、1 を

設定 
 

９３ 
日常生活支援情報提供加算（サ

ービス提供回数） 
コード値 1 

日常生活支援情報提供加算の算定要件を満た

す支援を行った場合 1 を設定 

報酬上算定できる回数にかかわらず、要件を満

たす場合は設定 

 

９４ 
日常生活支援情報提供加算（算

定回数） 
コード値 1 

日常生活支援情報提供加算の報酬上算定でき

る回数を設定 
 

９５ 
地域居住支援体制強化推進加算

（サービス提供回数） 
コード値 1 

地域居住支援体制強化推進加算の算定要件を

満たす支援を行った場合 1 を設定 

報酬上算定できる回数にかかわらず、要件を満

たす場合は設定 

 

９６ 
地域居住支援体制強化推進加算

（算定回数） 
コード値 1 

地域居住支援体制強化推進加算の報酬上算定

できる回数を設定 
 

９７ 地域協働加算 コード値 1 地域協働加算を算定する場合、1 を設定  

９８ 受付年月 コード値 6 請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設定する ※Ｙ 
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※１２：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、就労移行支援において、施設外支援を行った場合、

1 を設定する。 

サービス提供年月が平成 24 年 4 月以降、令和 3 年 3 月以前は、就労移行支援において、移行準

備支援体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1を設定する。移行準備支援体制加算（Ⅱ）を算定する場合、

2 を設定する。就労継続支援において、施設外支援を行った場合、1 を設定する。 

※１３：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、加算を算定する場合、1 を設定する。 

※１４：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、共同生活介護において、夜間支援体制加算を算定

する場合、1 を設定する。共同生活援助において、夜間防災体制加算を算定する場合、1 を設定す

る。 

サービス提供年月が平成 24 年 4 月以降、平成 26 年 3 月以前は、共同生活介護において、夜間支

援体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。夜間支援体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設

定する。共同生活援助、宿泊型自立訓練において、夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）を算定す

る場合、1 を設定する。夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。夜間

防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）、夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅱ）の両方を算定する場合、3

を設定する。 

サービス提供年月が平成 26 年 4 月以降、平成 27 年 3 月以前は、共同生活援助において、夜間支

援等体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。夜間支援等体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2

を設定する。夜間支援等体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設定する。宿泊型自立訓練において、

夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。夜間防災・緊急時支援体制

加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。夜間防災・緊急時支援体制加算（Ⅰ）、夜間防災・緊急時

支援体制加算（Ⅱ）の両方を算定する場合、3 を設定する。 

サービス提供年月が平成 27 年 4 月以降、令和 3 年 3 月以前は、共同生活援助、宿泊型自立訓練

において、夜間支援等体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。夜間支援等体制加算（Ⅱ）を

算定する場合、2 を設定する。夜間支援等体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設定する。 

※１５：サービス提供年月が平成 26 年 3 月以前は、共同生活介護、共同生活援助、宿泊型自立訓練に

おいて、日中支援加算の算定要件を満たす支援を行った場合、1 を設定する。報酬上算定できる

回数にかかわらず、要件を満たす場合は設定する。 

※１６：サービス提供年月が平成 26 年 3 月以前は、共同生活介護、共同生活援助、宿泊型自立訓練に

おいて、日中支援加算の報酬上算定できる回数を設定する。 

※１７：サービス提供年月が平成 24 年 3 月以前は、施設入所支援において、土日等日中支援加算の算

定日に 1 を設定する。 

※１８：サービス提供年月が平成26年3月以前の場合、「共同生活援助」は「共同生活介護」と読み替え

て使用する。 

※１９：行動援護（21:初任者等、22:減算）については、サービス提供年月が平成 27 年 4 月以降使用しな

い。 

※２０：同行援護（15:初任者等（通訳）、16:基礎等（通訳）、17:通訳）については、サービス提供年月が平

成 30 年 4 月以降使用する。 

※２１：自立訓練（生活訓練）において、「3:訪問型（視覚）」については、サービス提供年月が平成30年4

月以降使用する。 
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※２２：サービス提供年月が平成 30 年 4 月以降、重度包括のサービス種別が短期入所、または共同生

活援助の場合、設定しない。 

※２３：サービス提供年月が平成 30 年 3 月以前は、地域移行加算を行った場合、1 を設定する。 

※２４：サービス提供年月が平成 30 年 3 月以前は、自立生活支援加算を算定する場合、1 を設定する。 

※２５：サービス提供年月が令和3年3月以前は、短期入所において、医療連携体制加算（Ⅰ）を算定す

る場合、1 を設定する。医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。医療連携体制加算

（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定する。医療連携体制加算（Ⅵ）を算定する場合、6 を設定する。医療

連携体制加算（Ⅶ）を算定する場合、7 を設定する。 

重度包括（サービス内容が短期入所の場合）において、以下の内容を設定する。医療連携体制加

算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。医

療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定する。医療連携体制加算（Ⅴ）を算定する場合、5

を設定する。医療連携体制加算（Ⅵ）を算定する場合、6 を設定する。 

重度包括（サービス内容が共同生活援助の場合）、共同生活援助、宿泊型自立訓練、自立訓練

（生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援において、以下の内容を設定する。医療連携体制加

算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。医

療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定する。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅰ．障害福祉サービス等 ２．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

出力対象項目

（※１） 
備考 

K122 K221 

３２ 
利
用
日
数
管
理
票 

対象期間 

（開始） 
コード値 6 設定しない    

３３ 
対象期間 

（終了） 
コード値 6 設定しない    

３４ 
当月の 

利用日数 
数値 2 設定しない    

３５ 
原則日数の 

総和 
数値 3 設定しない    

３６ 受付年月 コード値 6 
請 求 受 付 年 月 （ 西 暦 年 月

YYYYMM）を設定する 
◎ ◎ ※Y 

３７ 一次審査結果 コード値 1 一次審査結果を設定する ◎ ◎ 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

4:過誤 

5:過誤の取下 

6:警告（重度） 

※１：出力対象項目 ◎：出力対象項目、○：請求内容により出力対象となる項目 

              △：事業所の設定状況により出力対象となる項目、空白：出力対象外項目 

※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅱ．障害児支援２．３．１（４）入力識別番号一覧」参照。 

※３：【サービス提供年月が平成 25 年 4 月以降の場合】 

1 ： 2 および 7 以外の情報は１を設定する。 

2 ： 単位数単価が 10 円以外の地域に所在する事業所において、下記障害児支援サービスを行

った場合、同一サービス種類において単位数単価を分けて集計する必要があるため下記サ

ービスを集計欄分類番号＝2 で集計する。 

（１）児童発達支援 

①人工内耳装用児支援加算 

（２）医療型障害児入所支援 

①重度障害児支援加算 

②重度重複障害児加算 

③強度行動障害児特別支援加算（サービス提供年月が令和 3 年 4 月以降の場合） 

（３）障害児入所支援 

①重度障害児支援加算 

②重度重複障害児加算 

③強度行動障害児特別支援加算 

④自活訓練加算 

７ ： 単位数単価が 10 円以外の地域に所在する事業所において、1 人の障害児に対し下記のよ

うな形態で障害児支援サービスを行った場合、同一サービス種類において単位数単価を分け

て集計する必要があるため集計欄分類番号＝7 で集計する。 

   （１）児童発達支援 

      ①児童発達支援センターにおいて、主として重症心身障害児以外を受け入れる事業所と

重症心身障害児を受け入れる事業所の両方でサービスを提供した場合 
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

１４５ 

提
供
実
績
の
合
計
３ 

緊急時支援加算（回） 数値 2 設定しない  

１４６ 
支 援 計 画 会 議 実 施 加 算

（回） 
数値 2 設定しない  

１４７ 
定 着 支 援 連 携 促 進 加 算

（回） 
数値 2 設定しない  

１４８ 
移動介護緊急時支援加算

（回） 
数値 2 設定しない  

１４９ 

日常生活支援情報提供加

算（回）（サービス提供回

数） 

数値 2 設定しない  

１５０ 
日常生活支援情報提供加

算（回）（算定回数） 
数値 2 設定しない  

１５１ 

地域居住支援体制強化推

進加算（回）（サービス提供

回数） 

数値 2 設定しない  

１５２ 
地域居住支援体制強化推

進加算（回）（算定回数） 
数値 2 設定しない  

１５３ 地域協働加算（回） 数値 2 設定しない  

１５４ 支援レポート共有日（年月日） コード値 8 設定しない  

１５５ 入院開始日（年月日） コード値 8 設定しない  

１５６ 受付年月 コード値 6 
請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設定

する 
※Ｙ 

１５７ 一次審査結果 コード値 1 一次審査結果を設定する 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

6:警告

（重度） 

※１：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅱ．障害児支援２．３．１（４）入力識別番号一覧」参照。 

※２：様式番号については「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績記

録票情報 （４）様式と様式種別番号の対応」を参照。また、様式番号に対応する出力対象項目につ

いては「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績記録票情報 （５）

入力必須項目と様式の対応表（基本情報レコード）」を参照。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅱ．障害児支援 ２．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

５８ 

重
度
訪
問
（様
式
３
―
２
） 

１時間（１３時間） コード値 1 設定しない  

５９ ２時間（１４時間） コード値 1 設定しない  

６０ ３時間（１５時間） コード値 1 設定しない  

６１ ４時間（１６時間） コード値 1 設定しない  

６２ ５時間（１７時間） コード値 1 設定しない  

６３ ６時間（１８時間） コード値 1 設定しない  

６４ ７時間（１９時間） コード値 1 設定しない  

６５ ８時間（２０時間） コード値 1 設定しない  

６６ ９時間（２１時間） コード値 1 設定しない  

６７ １０時間（２２時間） コード値 1 設定しない  

６８ １１時間（２３時間） コード値 1 設定しない  

６９ １２時間（２４時間） コード値 1 設定しない  

７０ 緊急時対応加算 コード値 1 設定しない  

７１ 初回加算 コード値 1 初回加算を算定する場合、1 を設定  

７２ 福祉専門職員等連携加算 コード値 1 設定しない  

７３ 行動障害支援連携加算 コード値 1 設定しない  

７４ 行動障害支援指導連携加算 コード値 1 設定しない  

７５ 医療連携体制加算 コード値 1 

医療連携体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定 

医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定 

医療連携体制加算（Ⅲ）を算定する場合、3 を設定 

医療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4 を設定 

医療連携体制加算（Ⅴ）を算定する場合、5 を設定 

医療連携体制加算（Ⅶ）を算定する場合、7 を設定 

※３ 

７６ 緊急短期入所受入加算 コード値 1 設定しない  

７７ 
単独型加算(一定の条件を満たす

場合） 
コード値 1 設定しない  

７８ 
重度障害者支援加算(一定の条

件を満たす場合） 
コード値 1 設定しない  

７９ 事業所内相談支援加算 コード値 1 事業所内相談支援を行った場合、1 を設定  

８０ 利用人数 数値 2 設定しない  

８１ 同行支援 コード値 1 設定しない  

８２ 特別地域加算 コード値 1 設定しない  

８３ 低所得者利用加算 コード値 1 設定しない  

８４ 体験利用支援加算 コード値 1 設定しない  

８５ 定員超過特例加算 コード値 1 設定しない  

８６ 通勤訓練加算 コード値 1 設定しない  

８７ 体験宿泊支援加算 コード値 1 設定しない  

８８ 住居外利用 コード値 1 設定しない  

８９ 緊急時支援加算 コード値 1 設定しない。  

９０ 支援計画会議実施加算 コード値 1 設定しない。  

９１ 定着支援連携促進加算 コード値 1 設定しない。  

９２ 移動介護緊急時支援加算 コード値 1 設定しない。  

９３ 
日常生活支援情報提供加算（サ

ービス提供回数） 
コード値 1 設定しない。  

９４ 
日常生活支援情報提供加算（算

定回数） 
コード値 1 設定しない。  

９５ 
地域居住支援体制強化推進加算

（サービス提供回数） 
コード値 1 設定しない。  
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項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 備考 

９６ 
地域居住支援体制強化推進加算

（算定回数） 
コード値 1 設定しない。  

９７ 地域協働加算 コード値 1 設定しない。  

９８ 受付年月 コード値 6 請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設定する ※Ｙ 

９９ 一次審査結果 コード値 1 一次審査結果を設定する 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

6: 警 告

（重度） 

※１：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅱ．障害児支援２．３．１（４）入力識別番号一覧」参照。 

※２：様式番号については「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績記

録票情報 （４）様式と様式種別番号の対応」を参照。また、様式番号に対する出力対象項目につい

ては「インタフェース仕様書 サービス事業所編 １．２．３．６ サービス提供実績記録票情報 （６）入

力必須項目と様式の対応表（明細情報レコード）」を参照。 

※３：サービス提供年月が令和 3 年 3 月以前は、医療連携体制加算（Ⅰ）を算定する場合、1 を設定する。

医療連携体制加算（Ⅱ）を算定する場合、2 を設定する。医療連携体制加算（Ⅳ）を算定する場合、4

を設定する。医療連携体制加算（Ⅴ）を算定する場合、5 を設定する。医療連携体制加算（Ⅵ）を算定

する場合、6 を設定する。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅱ．障害児支援 ２．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。
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３．３ 項目説明 

  本節では、「インタフェース仕様書 共通編 １．２．２（２）レコードフォーマット」のデータレコードフォーマッ

トにおいて“データ”として記載されている項目の各交換情報のインタフェースについて記載する。 

  なお、高額障害児入所給付費に関するインタフェース項目は、インタフェース仕様書都道府県編を参照。 

 

３．３．１ 高額障害福祉サービス等給付費支給処理情報（入力情報） 

（１）高額障害福祉サービス費給付判定結果情報（FC11） 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須入力 

（※１） 
備考 

１ 交換情報識別番号 英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 証記載市町村番号 コード値 6 受給者証に記載された市町村番号を設定する ◎ ※Ｃ 

３ 受給者証番号 英数 10 受給者証番号を設定する ◎ ※Ｃ 

４ サービス提供年月 コード値 6 
サービス提供年月（西暦年月（YYYYMM））を設

定する 
◎ ※Ｙ 

５ 受付年月日 コード値 8 
市町村が受給者からの申請を受け付けた年月

日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定する 
◎ ※Ｙ 

６ 決定年月日 コード値 8 
市町村が支給または不支給を決定した年月日

（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定する 
◎ ※Ｙ 

７ 本人支払額 数値 8 受給者が支払った金額を設定する ◎  

８ 支給区分コード コード値 1 支給区分コードを設定する ◎ 
1:支給 

2:不支給 

９ 支給金額 数値 8 受給者に支給する金額を設定する ○ ※２ 

１０ 不支給理由 漢字 160 不支給の場合の理由を設定する ○ ※３ 

１１ 

口
座
払 

金融機関 

コード 
コード値 4 口座払の金融機関コードを設定する 

○ 

※４ 

※Ｃ 

１２ 
金融機関 

支店コード 
コード値 3 口座払の金融機関支店コードを設定する 

※４ 

※Ｃ 

１３ 口座種目 コード値 1 口座払の口座種目を設定する 
※４ 

※Ｃ 

１４ 口座番号 コード値 7 口座払の口座番号を設定する 
※４ 

※Ｃ 

１５ 
口座名義人 

（カナ） 
英数 40 口座払の口座名義人（カナ）を設定する 半角カタカナ 

１６ 再計算依頼区分 コード値 1 
国保連合会に再計算を依頼するかどうかの区

分コードを設定する 
◎ 

1:依頼なし 

2:再計算依頼 
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（２）高額障害福祉サービス等給付費給付判定結果情報（施行令第四十三条の五第六項）（FC51） 

 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須入力 

（※１） 
備考 

１ 交換情報識別番号 英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 証記載市町村番号 コード値 6 受給者証に記載された市町村番号を設定する ◎ ※Ｃ 

３ 受給者証番号 英数 10 受給者証番号を設定する ◎ ※Ｃ 

４ サービス提供年月 コード値 6 
サービス提供年月（西暦年月（YYYYMM））を設

定する 
◎ 

※２ 

※Ｙ 

５ 受付年月日 コード値 8 
市町村が受給者からの申請を受け付けた年月

日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定する 
◎ ※Ｙ 

６ 決定年月日 コード値 8 
市町村が支給または不支給を決定した年月日

（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定する 
◎ ※Ｙ 

７ 本人支払額 数値 8 
受給者が支払った障害福祉相当介護保険サ

ービスに係る金額を設定する 
◎ ※３ 

８ 支給区分コード コード値 1 支給区分コードを設定する ◎ 
1:支給 

2:不支給 

９ 支給金額 数値 8 受給者に支給する金額を設定する ○ ※４ 

１０ 不支給理由 漢字 160 不支給の場合の理由を設定する ○ ※５ 

１１ 

口
座
払 

金融機関 

コード 
コード値 4 口座払の金融機関コードを設定する 

○ 

※６ 

※Ｃ 

１２ 
金融機関 

支店コード 
コード値 3 口座払の金融機関支店コードを設定する 

※６ 

※Ｃ 

１３ 口座種目 コード値 1 口座払の口座種目を設定する 
※６ 

※Ｃ 

１４ 口座番号 コード値 7 口座払の口座番号を設定する 
※６ 

※Ｃ 

１５ 
口座名義人 

（カナ） 
英数 40 口座払の口座名義人（カナ）を設定する 半角カタカナ 

１６ 再計算依頼区分 コード値 1 
国保連合会に再計算を依頼するかどうかの区

分コードを設定する 
◎ 

1:依頼なし 

2:再計算依頼 
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３．３．３ 高額障害児給付費支給処理情報（入力情報） 

 

（１） 高額障害児給付費給付判定結果情報（CC11） 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須 

入力 

（※１） 

備考 

１ 交換情報識別番号 英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 
証記載都道府県等 

番号 
コード値 6 

受給者証に記載された市町村番号を設定

する 
◎ ※Ｃ 

３ 受給者証番号 英数 10 受給者証番号を設定する ◎ ※Ｃ 

４ サービス提供年月 コード値 6 
サービス提供年月（西暦年月（YYYYMM））

を設定する 
◎ ※Ｙ 

５ 受付年月日 コード値 8 

市町村が受給者からの申請を受け付けた

年月日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定

する 

◎ ※Ｙ 

６ 決定年月日 コード値 8 

市町村が支給または不支給を決定した年

月日（西暦年月日(YYYYMMDD)）を設定す

る 

◎ ※Ｙ 

７ 本人支払額 数値 8 受給者が支払った金額を設定する ◎  

８ 支給区分コード コード値 1 支給区分コードを設定する ◎ 
1:支給 

2:不支給 

９ 支給金額 数値 8 受給者に支給する金額を設定する ○ ※２ 

１０ 不支給理由 漢字 160 不支給の場合の理由を設定する ○ ※３ 

１１ 

口
座
払 

金融機関コード コード値 4 口座払の金融機関コードを設定する 

○ 

 

※４ 

※Ｃ 

１２ 
金融機関支店

コード 
コード値 3 口座払の金融機関支店コードを設定する 

※４ 

※Ｃ 

１３ 口座種目 コード値 1 口座払の口座種目を設定する 
※４ 

※Ｃ 

１４ 口座番号 コード値 7 口座払の口座番号を設定する 
※４ 

※Ｃ 

１５ 
口座名義人（カ

ナ） 
英数 40 口座払の口座名義人（カナ）を設定する 半角カタカナ 

１６ 再計算依頼区分 コード値 1 
国保連合会に再計算を依頼するかどうか

の区分コードを設定する 
◎ 

1:依頼なし 

2:再計算依頼 
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    ③ 明細情報レコード（複数レコード） 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須入力 

（※１） 
備考 

１ 交換情報識別番号 英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 入力識別番号 英数 4 入力元の交換情報識別番号を設定する ◎ ※２ 

３ レコード種別コード コード値 2 03 を設定する（明細情報レコード） ◎  

４ 整理番号 コード値 10 整理番号を設定する ◎ ※３ 

５ サービス提供年月 コード値 6 
サービスを提供した年月（西暦年月 YYYYMM を

設定する） 
◎ ※Ｙ 

６ 市町村番号 コード値 6 
受給者証に記載された市町村番号（ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 1

桁含む） 
◎ ※Ｃ 

７ 事業所番号 英数 10 サービスを提供した事業所番号 ◎ ※Ｃ 

８ 受給者証番号 英数 10 受給者証に記載されている受給者証番号 ◎ ※Ｃ 

９ サービスコード 英数 6 サービスコード 6 桁 ◎ ※Ｃ 

１０ 単位数 数値 6 サービスコードごとの単位数 ◎ ※４ 

１１ 回数 数値 3 サービスコードごとの回数 ◎  

１２ サービス単位数 数値 9 サービスコードごとの算定額 ◎ ※４ 

１３ 摘要 漢字 100 サービスコードごとの摘要 ○  

１４ 受付年月 コード値 6 請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設定する ◎ ※Ｙ 

１５ 審査結果 コード値 1 審査結果を設定する ○ 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

4:過誤 

5:過誤の

取下 

6: 警 告

（重度） 

※１：必須入力 ◎：必須､○：請求内容により必須､△：任意設定､空白：不要 

なお、障害福祉サービス費国保連合会保有給付実績情報（G131）の場合は、出力対象項目と 

読替え、次の内容とする。 

◎：出力対象項目、○：請求内容により出力対象となる項目 

      △：事業所の設定状況により出力対象となる項目、空白：出力対象外項目 

※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．３．１（１） 入力識別番号一覧」参照。 

※３：整理番号は、市町村内で一意となるように設定する。 

※４：マイナスの単位数となるサービスコードを設定する場合は、単位数の左側に半角のマイナス（“-”）を

付加する。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。
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    ⑥ 高額費支給レコード 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須入力 

（※１） 
備考 

１ 交換情報識別番号  英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 入力識別番号 英数 4 入力元の交換情報識別番号を設定する ◎ ※２ 

３ レコード種別コード  コード値 2 06 を設定する（高額費支給レコード） ◎  

４ 
給付実績情報 

作成区分コード 
コード値 1 給付実績情報の作成区分を出力 ◎ 

1:新規 

2:修正 

3:取消 

５ 給付実績区分コード コード値 1 給付実績の区分コードを設定する ◎ 
1:現物 

2:償還 

６ サービス提供年月  コード値 6 
サービスを提供した年月（西暦年月

YYYYMM を設定する） 
◎ ※Ｙ 

７ 市町村番号  コード値 6 
受給者証に記載された市町村番号（ﾁｪｯ

ｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 1 桁含む） 
◎ ※Ｃ 

８ 受給者証番号  英数 10 
受給者証に記載されている受給者証番

号 
◎ ※Ｃ 

９ 受付年月日 コード値 8 
受給者からの申請を受け付けた年月日

（西暦年月 YYYYMMDD を設定する） 
◎ ※Ｙ 

１０ 決定年月日 コード値 8 
市町村が支給を決定した年月日（西暦

年月 YYYYMMDD を設定する） 
◎ ※Ｙ 

１１ 利用者負担額 数値 8 受給者が支払った金額を設定する ◎ 
※３ 

※４ 

１２ 支給額 数値 8 受給者に支払った金額を設定する ◎ ※４ 

１３ 受付年月 コード値 6 

高額障害福祉サービス費給付判定結果

情報、または高額障害福祉サービス等

給付費給付判定結果情報（施行令第四

十三条の五第六項）のコントロールレコ

ー ド の 処 理 対 象 年 月 （ 西 暦 年 月

YYYYMM）を設定する 

◎ ※Y 

※１：必須入力(入力識別番号毎) ◎：必須､○：請求内容により必須､△：任意設定､空白：不要 

なお、障害福祉サービス費国保連合会保有給付実績情報（G131）の場合は、出力対象項目と 

読替え、次の内容とする。 

◎：出力対象項目、○：請求内容により出力対象となる項目 

      △：事業所の設定状況により出力対象となる項目、空白：出力対象外項目 

※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．３．１（１）入力識別番号一覧」参照。 

※３：高額障害福祉サービス等給付費情報（施行令第四十三条の五第六項）（FC51）の場合は、受給者が

支払った障害福祉相当介護保険サービスに係る金額を設定する。 

なお、障害福祉相当介護保険サービスは、訪問介護、通所介護、短期入所生活介護、地域密着型

通所介護、小規模多機能型居宅介護（介護予防サービスは含まれない）。 

※４：生活保護受給者等に対する生活保護制度における介護扶助等に係る金額は含めない。  

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 
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※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換処理１．３．２（１）入力識別番号一覧」参照。 

※３：整理番号は、市町村内で一意となるように設定する。 

※４：サービス提供年月が平成 27 年 4 月以降、欠席時対応加算のみの場合、0 を設定する。 

※Ｂ：交換情報識別番号は「１．２ インタフェース一覧」を参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。 

  

    ③ 明細情報レコード（複数レコード） 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須 

入力 

（※１） 
備考 

１ 交換情報識別番号 英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 入力識別番号 英数 4 入力元の交換情報識別番号を設定する ◎ ※２ 

３ レコード種別コード コード値 2 03 を設定する（明細情報レコード） ◎  

４ 整理番号 コード値 10 整理番号を設定する ◎ ※３ 

５ サービス提供年月 コード値 6 
サ ー ビ ス を 提 供 し た 年 月 （ 西 暦 年 月

YYYYMM を設定する） 
◎ ※Ｙ 

６ 都道府県等番号 コード値 6 
受給者証に記載された市町村番号（ﾁｪｯ

ｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 1 桁含む） 
◎ ※Ｃ 

７ 事業所番号 英数 10 サービスを提供した事業所番号 ◎ ※Ｃ 

８ 受給者証番号 英数 10 受給者証に記載されている受給者証番号 ◎ ※Ｃ 

９ サービスコード 英数 6 サービスコード 6 桁 ◎ ※Ｃ 

１０ 単位数 数値 6 サービスコードごとの単位数 ◎ ※４ 

１１ 回数 数値 3 サービスコードごとの回数 ◎  

１２ サービス単位数 数値 9 サービスコードごとの算定額 ◎ ※４ 

１３ 摘要 漢字 100 サービスコードごとの摘要 ○  

１４ 受付年月 コード値 6 
請求受付年月（西暦年月 YYYYMM）を設

定する 
◎ ※Ｙ 

１５ 審査結果 コード値 1 審査結果を設定する ○ 

1:正常 

2:警告 

3:返戻 

4:過誤 

5: 過 誤 の

取下 

6:警告（重

度） 

※１：必須入力 ◎：必須､○：請求内容により必須､△：任意設定､空白：不要 

なお、障害児給付費国保連合会保有給付実績情報（D131）の場合は、出力対象項目と 

読替え、次の内容とする。 

◎：出力対象項目、○：請求内容により出力対象となる項目 

△：事業所の設定状況により出力対象となる項目、空白：出力対象外項目 
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※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換処理１．３．２（１）入力識別番号一覧」参照。 

※３：整理番号は、市町村内で一意となるように設定する。 

※４：マイナスの単位数となるサービスコードを設定する場合は、単位数の左側に半角のマイナス（“-”）を

付加する。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。 



 

- ２９３－１４ - 

 

    ⑥ 高額費支給レコード 

項番 項目名 
属性 

（※Ｚ） 

ﾊﾞｲﾄ 

数 
内容 

必須 

入力 

（※１） 

備考 

１ 交換情報識別番号  英数 4 当情報の内容を識別するための番号 ◎ ※Ｂ 

２ 入力識別番号 英数 4 
入力元の交換情報識別番号を設定す

る 
◎ ※２ 

３ レコード種別コード  コード値 2 06 を設定する（高額費支給レコード） ◎  

４ 
給付実績情報作成区分 

コード 
コード値 1 給付実績情報の作成区分を出力 ◎ 

1:新規 

2:修正 

3:取消 

５ 給付実績区分コード コード値 1 給付実績の区分コードを設定する ◎ 
1:現物 

2:償還 

６ サービス提供年月  コード値 6 
サービスを提供した年月（西暦年月

YYYYMM を設定する） 
◎ ※Ｙ 

７ 都道府県等番号  コード値 6 
受給者証に記載された市町村番号（ﾁ

ｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 1 桁含む） 
◎ ※Ｃ 

８ 受給者証番号  英数 10 
受給者証に記載されている受給者証

番号 
◎ ※Ｃ 

９ 受付年月日 コード値 8 

受給者からの申請を受け付けた年月

日（西暦年月 YYYYMMDD を設定す

る） 

◎ ※Ｙ 

１０ 決定年月日 コード値 8 
市町村が支給を決定した年月日（西暦

年月日 YYYYMMDD を設定する） 
◎ ※Ｙ 

１１ 利用者負担額 数値 8 受給者が支払った金額を設定する ◎  

１２ 支給額 数値 8 受給者に支払った金額を設定する ◎  

１３ 受付年月 コード値 6 

高額障害児給付費給付判定結果情報

のコントロールレコードの処理対象年

月（西暦年月 YYYYMM）を設定する 

◎ ※Y 

※１：必須入力(入力識別番号毎) ◎：必須､○：請求内容により必須､△：任意設定､空白：不要 

なお、障害児給付費国保連合会保有給付実績情報（D131）の場合は、出力対象項目と 

読替え、次の内容とする。 

◎：出力対象項目、○：請求内容により出力対象となる項目 

△：事業所の設定状況により出力対象となる項目、空白：出力対象外項目 

※２：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換処理１．３．２（１）入力識別番号一覧」参照。 

※Ｂ：「インタフェース仕様書 市町村編 Ⅳ．給付実績交換業務 １．２ インタフェース一覧」参照。 

※Ｃ：「インタフェース仕様書 共通編 １．４ コード一覧」参照。 

※Ｙ：「インタフェース仕様書 共通編 １．５ 留意事項」参照。 

※Ｚ：「インタフェース仕様書 共通編 １．３ 表記法」参照。 




